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平成２６年度行政評価の結果等について 

 

 

１ 本市の行政評価の概要 

総合計画で掲げた長期的な目標の達成度を，包括的・体系的に評価するため，「政策評価」「施

策評価」「事業評価」の３階層で構成 
 

評価の種類 概 要 

政策評価 

総合計画基本計画の政策体系に基づき，基本施策における目指すべき市民生活

の状態の達成度を測り，市民満足度の向上を目指すもの 
（総合計画基本計画の改定時期に総括評価として複数年を対象に実施） 

施策評価 
基本施策に連なる各施策について，施策の進捗状況や市民満足度の推移などを

踏まえて，施策の課題抽出や今後の方向性を検討するもの 

事業評価 
各事業について，施策目標を達成するために何が有効であるかという視点か

ら，今後の取組方針を検討するもの 
 

〔参考〕施策評価の評価方法 

・ 各施策について，３つの評価指標に基づいて多角的な総合的な評価を実施 

・ 評価は，点数化による定量的な評価によって客観性を確保 

 

≪評価指標の概要≫ 

評価指標 概 要 

①施策指標の達成度 総合計画基本計画に掲げる施策指標の達成度を評価 

②市民満足度の推移 
市民意識調査結果において，各施策の満足度について「満足」又は「や

や満足」と回答があった割合（市民満足度）の推移を評価 

③主要な構成事業の

進捗状況 

総合計画基本計画のまちづくり戦略プロジェクトや主要事業から，主

要な構成事業として選択した事業の進捗状況を評価 

 

≪評価点数の考え方≫ 

評価指標 評価の区分［点数］ 

①施策指標の達
成度 

Ａ 達成度９０％超 

［３３点］ 

Ｂ 達成度７０％～ 

９０％［２５点］ 

Ｃ 達成度７０％未満 

［１５点］ 

②市民満足度の
推移 

Ａ 前年度より向上 

（＋５ポイント超） 

［３３点］ 

Ｂ 前年度同水準 

（±５ポイント以内） 

［２５点］ 

Ｃ 前年度より低下 

（－５ポイント超） 

［１５点］ 

③主要な構成事
業の進捗状況 
（原則５事業） 

Ａ 計画以上 
（２事業以上が「計画以上」

の場合（「計画より遅れ」の

事業がある場合を除く。））

［３３点］ 

Ｂ 計画どおり 

（主に４事業以上が 

「計画どおり」の場合）

［２５点］ 

Ｃ 計画より遅れ 

（２事業以上が 

「計画より遅れ」の場合）

［１５点］ 

総合評価 
順調 

［９０点以上］ 

概ね順調 

［６５点以上９０点未満］

やや遅れている 

［６５点未満］ 

①②③の組合せ 
（点数） 

ＡＡＡ（９９点） 

ＡＡＢ（９１点） 

ＡＢＢ（８３点） 
ＡＡＣ（８１点） 
ＢＢＢ（７５点） 
ＡＢＣ（７３点） 
ＢＢＣ（６５点） 

ＡＣＣ（６３点） 

ＢＣＣ（５５点） 

ＣＣＣ（４５点） 
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２ 評価結果の総括 

⑴ 施策評価（別紙１参照） 

・ 総合評価においては，８４施策のうち，「順調」が２施策（２．４％），「概ね順調」が    

８２施策（９７．６％）となっており，全施策が「概ね順調」以上の評価となっている。 

・ 個別の評価指標で見ると，「施策指標の達成度」については，８割以上の施策指標    

（１３０指標中１１０指標）で，達成度９０％超となっているが，全ての施策において，

単年度目標が１００％となるよう，取組を強化する必要がある。 

・ また，「市民満足度の推移」については，８割以上の施策（８４施策中７１施策）で，前

年度を上回るか，又は前年度と同水準で推移しているが，残り２割の施策についても，市

民満足度の向上に向け，取組の強化や認知度の向上に取り組む必要がある。 

・ 「主要な構成事業の進捗状況」については，全施策が計画以上又は計画どおりとなって

おり，着実に取組が進んでいる。 

 

［総合評価の結果概要］ 

区 分 施策数（割合） 

順 調  ２（  ２．４％） 

概ね順調 ８２（ ９７．６％） 

やや遅れている  ０（  ０．０％） 

計 ８４（１００．０％） 

 

［主な施策分野の状況］ 

区 分 
施策 
№ 

施策分野 ①施策指標の達成度 
②市民
満足度
の推移 

③主要な
構成事業
の進捗状況

総合 
評価 

Ａ評価が 

２つある 

施策 

4 
高齢者の社会参
画の促進 

みやシニア活動センター延利用

者数 

H25 目標3,500人 実績3,936人

達成度 112.5％   

31.9%→ 

28.5% 

-3.4pt 

計画 

以上 

順調 

（91 点）
【Ａ】 【Ｂ】 【Ａ】 

67 
地域特性に応じ
た土地利用の推
進 

地区計画導入地区数 

H25 目標 23 地区 実績 24 地区

達成度 104.3％   

18.0%→ 

23.1% 

+5.1pt 

計画 

どおり 

【Ａ】 【Ａ】 【Ｂ】 

ＢとＣ評 

価がある 

施策 

38 
青少年の社会的
自立の促進 

地域などでの社会的な活動に取

り組んでいる青年（20 歳代）の

割合 

H25 目標 20.0％ 実績 13.3％ 

達成度 66.5％   

19.8%→ 

22.8% 

+3.0pt 

計画 

どおり 

概ね 

順調 

（65 点）

【Ｃ】 【Ｂ】 【Ｂ】 

46 
生物多様性の保
全 

生物多様性保全の意識を持った

自然ふれあい活動の体験者数 

H25 目標 1,200 人 実績 472 人 

達成度 39.3％ 

25.1%→ 

20.8% 

-4.3pt 

計画 

どおり 

【Ｃ】 【Ｂ】 【Ｂ】 

62 
良質な農林産物
の生産・普及の
促進 

うつのみや地産地消推進店数 

H25 目標 100 店 実績 75 店 

達成度 75.0％  

39.3%→ 

31.2% 

-8.1pt 

計画 

どおり 

【Ｂ】 【Ｃ】 【Ｂ】 
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⑵ 事業評価（別紙２参照） 

・ ８６８事業のうち，各事業の今後の方向性として，「継続」が７７９事業（８９．７％），

「見直し（予定を含む）」が８９事業（１０．３％）となっている。 
・ 見直し対象事業については，その内容としてサービスの充実・拡大や事務の効率化が中

心となっている。 
・ 引き続き，改善に取り組みながら，効果的・効率的な事業の実施を図っていく必要があ

る。 
 
［事業評価の概要］ 

区 分 事業数（割合） 

継 続 ７７９（ ８９．７％） 

見
直
し
（
予
定
を 

含
む
） 

改 善  ４２（  ４．８％） 

拡 大  ２３（  ２．７％） 

縮 小   ４（  ０．５％） 

廃止・終了（統合を含む）  ２０（  ２．３％） 

小 計  ８９（ １０．３％） 

計 ８６８（１００．０％） 

 

３ 日本一施策事業について（別紙３参照） 

・ 市民が誇りや愛着を持てるような，全国に誇れる・選ばれるまちづくり事業（日本一施策

事業）を創出・推進するため，行政評価において，平成２５年度の取組から８１事業（新規

２，継続７９）を選定した。（平成２４年度は８８事業） 

・ 餃子などの地域資源を活用した「宇都宮ブランド戦略」や「自転車のまち宇都宮」の取組

については，本市の魅力発信に大きく寄与し，定着している。 

・ また，本市が先駆的に実施した「学校給食における食物アレルギー対応」をはじめ，現在

では多くの自治体で実施する取組については，今回選定の対象としなかった。 

・ 今後とも，本市の実情にあった特徴ある施策・事業を創出・推進し，広くアピールするこ

とによって，本市の魅力向上や他自治体への波及に努めていく必要がある。 

 

［主な取組］ 

区 分 取組の考え方 主な取組 

独自性 

地域の資源やアイデアを活用

し，宇都宮らしさや独創性・独

自性があり，｢宇都宮オリジナ

ル｣や｢宇都宮モデル｣として全

国に誇れるもの 

◆宇都宮ブランド戦略 

本市の認知度や信頼度を高めるため，独自の
都市ブランド戦略を展開 

◆自転車のまち宇都宮 

地域特性を活かし，ひとや環境に優しい自転車
を活用したまちづくりを推進 

先駆的 
市民ニーズや時代の趨勢を見

据え，全国の先駆けとなるもの

◆教養講座「宮の朝活」の開催【新規】 

仕事等で忙しい世代が，他に例を見ない早朝か
らの時間を有効に使い，最新の時事問題などを
学ぶ教養講座を開催 

トップ
クラス 

活動量やその成果などが，客観

的・定量的に全国でトップクラ

スにあるもの 

◆子どもの読書環境 

学校図書館司書の全校配置や，子どもの健全育
成支援などを特色とした図書館サービスを充
実。全国でもトップクラスの小中学生読書量・
中核市トップの図書館児童書蔵書数・貸出点数
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４ 評価結果等の活用 

各施策の進捗状況や課題等の分析から導かれた方向性を踏まえ，総合計画実施計画の策定や

平成２７年度予算編成に反映させていくとともに，行政改革の推進や補助金等の見直し等に

活用していく。 


